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本報告書を読む際の留意点 

１ 図表中のＮとは、比率算出の基数を表すもので、原則として集計総数又は分類別の集計数のことであ

る。 

２ 百分率は、小数点第２位で四捨五入し、小数点第１位までを表示した。四捨五入のため、合計値が

100％を前後することがある。複数回答の場合も同様である。 

３ 図表中の「－」は回答数が皆無であることを示す。 

 


